
スマートフォン先進国米国におけるテクノロジー周辺機器のトップメーカーであるScosche Industries （米

国カリフォルニア州 スコーシュ・インダストリーズ、以下スコーシュ社）が8月末に発表した、世界初のmade 
for iPhone/iPod認証取得済みの放射線カウンター 「 RDTX-PRO 」。発表当初から、「消費者自ら
自分や家族の身を守る“時代の製品”」として注目報道され、高性能かつ手頃な価格が大反響を呼び、
予約が相次いでいます。

そこでスコーシュ社は、その反響に応えるべく、 同製品の開発者、Jimmy Buccheim氏と、マー
ケティング担当Doug Broadhurst氏がCEATECの開催に合わせて緊急来日を決定。

10月6日（木）のCEATECカンファレンスシリーズにて、開発者緊急来日会見および新製品発表会を開

催します。同製品の開発秘話や製品特徴、最新アプリのデモを公開、技術的な質疑応答に応じる
他、このRDTX-PROを皮切りに現在開発中の同製品シリーズの新製品、また同製品技術を流用し
た家庭用、行政用のソリューションについても、同社の見解と開発計画の展望をお話しします。

ＳＥＡＴＥＣ ＪＡＰＡＮ関連 緊急リリース

報道関係者 各位

＜iPhoneを用いた高精度放射線測定器 ～開発者緊急来日会見および新製品発表会（通訳付）～＞

日時：10月６日（木）午前11:00 – 12:00
場所：CEATEC JAPAN会場 幕張メッセ 国際会議場２階 201会議室
会場へのアクセス：http://www.ceatec.com/2011/ja/access/access02.html

スピーカー：Scosche Industries社 Jimmy Buccheim氏（エレクトリカルエンジニア）
Scosche Industries社 Doug Broadhurst氏（ブランド・ストラテジスト）

同発表会への参加はCEATEC参加者は無料。以下のウエブサイトより聴講予約が可能。先着200名様。
http://www.ceatec.com/2011/ja/conference/conference_detail.html?lectue_id=0CG09

～スマホを使って子供を放射線から守ろう～

世界初 iPhone対応認証済の高精度放射線カウンター
家庭用の新シリーズ製品発表会開催

※さらに詳しい製品の情報や実機を実際に試す機会を希望される参加者のために、
実機およびその他のScosche製品のミニ展示およびScoscheエンジニアとの個別会談の機会を設けました。

■Scosche RDTXシリーズ ミニ展示会のご案内■

日時：10月６日（木）午後1時～午後６時まで （10月５日（水）特別招待日）

場所：アパホテル＆リゾート 東京ベイ幕張 ２階会議室「紅梅」（幕張メッセ直結）
会場へのアクセス：http://www.tokyobay-makuhari.com/access.html
主催：Scosche Industries社、株式会社シネックス



■出版社、メディア関係者の方へ

『10月5日（水）13時～18時：先行発表会（個別歓談付）のご案内』
6日に発表公開する新製品を、一日早くご覧頂けます。開発者の特別レクチャー付でご紹介いたします。
会見および取材ご希望の方は、ご都合の良い時間帯候補を２つお知らせ下さい。

□13時～14時 □14時～15時 □15時～16時 □16時～17時 □17時～18時
上記内容と、・貴媒体名、ご担当者名、ご連絡先（電話番号とＥメール）を下記までお知らせ下さい。

『サンプル請求のご案内』
製品レビューにご協力頂ける場合は、製品サンプルを優先してお届け致します。お気軽にご連絡下さい。

□レビュー用にサンプル請求 □製品名（ ）
上記内容と、・貴媒体名、ご担当者名、ご連絡先（電話番号とＥメール）を下記までお知らせ下さい。

■本リリースの問合せ及びプレスコンタクト先
スコーシュ日本PR事務局（グッドピーアール） goodpr /  Ouka Izumi （グッドピーアール・和泉 桜香）

JapanPR@scosche.com TEL: 050-5534-5826  / FAX: 050-3488-2937 

■製品に関する問合せ
国内販売元：株式会社シネックスCE事業部プロダクトマーケティング 担当：ロッティ
chiy@synnex.com TEL: 03-5688-1876

スマートフォン×ソーシャルメディアで測定結果を共有
計測結果をFacebookやツイッター、Google mapにて、世界中のユーザーと共有できる機能を提供。
※8/31日1５時２４分に、秋葉原ＵＤＸ会場６Ｆにて測定した結果をGoogle map にポストした結果が確認できます。

日本国の秋葉原駅近辺をご参照ください。⇒ http://rdtxpro.scosche.com/rdtx/gmap2.php

＜製品詳細と販売について＞
同製品の詳細：http://www.scosche.com/consumer-tech/product/2254 （英語）

http://www.synnex.co.jp/news/new-products/scosche-00001.html （日本語）

＜Scoscheより100万ドル復興支援チャリティのお知らせ＞
本製品の売上の１部（１台につきUSドルで10ドル分）を、東日本大震災の復興支援を行う諸団体等

（「Samaritan‘s Purse（サマリタンズ・パース）」、「ALL HANDS VOLUNTEERS（オールハンズ・ボランティ

ア）」、「びっきこども基金」、その他の活動団体）に寄付し、被災児童やその家族の支援に充ててもらいます。

＜Scosche Industries（スコーシュ・インダストリーズ社）について＞ http://www.scosche.com
1980年に創業、iPad, iPhone およびiPodの周辺機器の分野で業界のイノベーターとして、開発製品の多くが

アワードの受賞も果たしている、技術力にすぐれた米国のメーカー。
Scosche Industries社は、その他にもREALM、EFX、BlueFusion、Accumatといったブランドの親会社。従業

員数120名以上ながら、100%創業者Alves一族が株式を所有、運営するファミリービジネスのため、創業当

初からの卓越した技術と品質を追求する精神は揺るぎなく全社に浸透している。

RDTX-PROは、検出器にシ
リコン半導体を採用。その精度
は、検査機関として世界的に
権威のあるフルーク社の研究
所でも、検証に当たった担当
技術者を感嘆させるほどのレベ
ルの高さを実証。
一般的なガイガーミューラー

管を用いたガイガーカウンターと
比較しても、精度面でまさるに
も関わらず、価格はずっと低い
３万円台を実現しています。
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